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   Ｈ０１Ｌ  41/18    １０１Ｚ
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   Ｈ０１Ｌ  41/08    　　　Ｊ
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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月9日(2013.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薄膜法により形成された圧電体層および前記圧電体層に電圧を印加する電極を含む圧電
アクチュエーターを備えた液体噴射ヘッドであって、
　前記圧電体層は、チタン酸ビスマスナトリウムと、マンガンとを含み、
　前記チタン酸ビスマスナトリウム１００モル％に対する前記マンガンの含有量が、０．
２モル％以上８．０モル％以下であることを特徴とする液体噴射ヘッド。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記圧電体層は、前記チタン酸ビスマスナトリウム１００モル％に対する前記マンガン
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の含有量が、０．２モル％以上４．０モル％以下であることを特徴とする液体噴射ヘッド
。
【請求項３】
　薄膜法により形成された圧電体層および前記圧電体層に電圧を印加する電極を含む圧電
アクチュエーターを備えた液体噴射ヘッドであって、
　前記圧電体層は、チタン酸ビスマスナトリウム及びチタン酸バリウムを含む混晶系のペ
ロブスカイト型酸化物と、マンガンと、を含み、
　前記混晶系のペロブスカイト型酸化物１００モル％に対する前記マンガンの含有量が、
０．２モル％以上８．０モル％以下であることを特徴とする液体噴射ヘッド。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記混晶系のペロブスカイト型酸化物は、前記チタン酸ビスマスナトリウム１００モル
％未満８５モル％以上と、前記チタン酸バリウム０モル％超１５モル％以下と、を含む、
液体噴射ヘッド。
【請求項５】
　請求項３において、
　前記混晶系のペロブスカイト型酸化物は、さらにチタン酸ビスマスカリウムを含む、液
体噴射ヘッド。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記混晶系のペロブスカイト型酸化物は、前記チタン酸ビスマスナトリウム１００モル
％未満６７モル％以上と、前記チタン酸ビスマスカリウム０モル％超３０モル％以下と、
前記チタン酸バリウム０モル％超３モル％以下と、を含む、液体噴射ヘッド。
【請求項７】
　請求項１ないし請求項６のいずれか一項に記載の液体噴射ヘッドを備えた、液体噴射装
置。
【請求項８】
　薄膜法により形成された圧電体層および前記圧電体層に電圧を印加する電極を含む圧電
素子であって、
　前記圧電体層は、チタン酸ビスマスナトリウムと、マンガンとを含み、
　前記チタン酸ビスマスナトリウム１００モル％に対する前記マンガンの含有量が、０．
２モル％以上８．０モル％以下であることを特徴とする圧電素子。
【請求項９】
　薄膜法により形成された圧電体層および前記圧電体層に電圧を印加する電極を含む圧電
素子であって、
　前記圧電体層は、チタン酸ビスマスナトリウム及びチタン酸バリウムを含む混晶系のペ
ロブスカイト型酸化物と、マンガンと、を含み、
　前記混晶系のペロブスカイト型酸化物１００モル％に対する前記マンガンの含有量が、
０．２モル％以上８．０モル％以下であることを特徴とする圧電素子。
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